
地域別自主防災組織率

吹田市の状況 他都市との比較

【地域別自主防災組織率
（自主防災組織による世帯カバー率）（2022年度）】

【自主防災組織（連合自治会単位）結成数及び
地域別自主防災組織率（自主防災組織による世帯カバー率）の推移】

• 自主防災組織（連合自治会単位）は、2022年度時点で、全34連合自治会中、
28連合自治会で結成されており、継続して増加してきている。

• 吹田市の地域別自主防災組織率（自主防災組織による世帯カバー率）は、
2019年度まで上昇傾向にあったが、近年はやや下降傾向にあり、北摂各市、
府内中核市・施行時特例市と比較して、やや低い水準となっている。

（資料）大阪府「防災・減災ポータルサイト 地域別自主防災組織の現況」
（注） 2022年４月１日時点

（資料）吹田市オープンデータ
大阪府「防災・減災ポータルサイト 地域別自主防災組織の現況」

（注） 各年度４月１日時点
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順位
北摂各市

府内中核市
施行時特例市

地域別自主
防災組織率

（％）

1 枚方市 100.0

1 寝屋川市 100.0

1 箕面市 100.0

1 摂津市 100.0

1 東大阪市 100.0

6 高槻市 96.0

7 茨木市 89.7

8 吹田市 89.3

9 豊中市 88.0

10 岸和田市 80.9

11 池田市 61.3

12 八尾市 51.8


